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研究成果の概要（和文）： 超高齢社会を迎えた本邦では，部分歯列欠損患者も増加の一途を辿り,口腔機能改善
によるオーラルフレイルの防止とQOLの向上は歯科医師の急務である．本研究では，咬合支持域喪失患者を対象
に，部分床義歯・固定性インプラント義歯・IARPDによる治療効果に関して，臨床的・患者立脚型アウトカムに
よる評価を データベース化して比較検討し，高齢者により効果的に予知性の高い補綴歯科治療を提供すること
を目標に，現在の状態・期待できる効果を解り易く可視化する患者説明システムの開発を行った．

研究成果の概要（英文）： In Japan, where we are facing a super-aged society, the number of patients 
with partial dentition also continues to increase, and prevention of oral flail and improvement of 
QOL by improvement of oral function is an urgent task for dentists.
 In this study, we evaluated and compared the evaluation results of clinical and patient-standing 
outcomes in the form of databases regarding treatment effects of partial dentures, fixed implants, 
and IARPD in patients with loss of occlusal support area.We also developed a patient explanation 
system that visualizes the current status and expected effects with the goal of providing 
prosthodontic treatment with higher predictability more effectively to the elderly.

研究分野： 口腔関連QOL
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 今回我々は高齢者への補綴治療介入を行い，欠損補綴治療は患者の口腔関連QOLを向上させることを明らかとし
た．補綴治療方法の違いによって改善度が異なったが，治療後はすべての治療法で同程度の口腔関連QOLが測定
された．また，患者の基本情報やOHIP-JなどのアンケートをiPadで行うプログラムを確立し，それらのデータを
グラフ化し可視化することに成功した．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
超高齢化社会における豊かな暮らしの実現と，歯科治療における咬合支持確立の重要性が広

く認識されるようになってきている．そこで，増加する歯列欠損患者に対し，補綴治療介入を
行った際に補綴治療方法の違いが QOL に与える影響は未だ明らかでない． 
 
２．研究の目的 
高齢者の咬合支持域喪失患者を対象に，固定性インプラント義歯・可撤性インプラント義歯

（Implant Assisted Removable Partial Denture：IARPD，Implant Over Denture: IOD）によ
る治療効果に関して，臨床的・患者立脚型アウトカムによる評価をデータベース化して比較検
討し，高齢者により効果的に予知性の高い補綴歯科治療を提供することを目標に，現在の状態・
期待できる効果を解り易く可視化する患者説明システムの開発を行うことを目的とする． 
 
３．研究の方法 
昭和大学歯科病院補綴歯科外来で，咬合支持域の減少した多数歯欠損（Eichner 分類 B3以上

の欠損）を有する高齢者を被験者とし，前向き介入研究を行う．治療介入前後に，臨床的アウ
トカム，患者立脚型アウトカムを評価した．臨床的アウトカムと包括的な患者立脚型アウトカ
ムをデータベース化して比較検討し，高年齢者により効果的に補綴歯科治療を提供することを
目標に，現在の状態・期待できる治療効果を解り易く可視化する患者説明システムの開発を行
う．得られたデータから以下の事項について分析を行う．口腔関連 QoL：Oral Health Impact 
Profile 日本語版（OHIP-J）①OHIP サマリースコア②4 ディメンジョンスコア． 
 

４．研究成果 
治療が終了し，術後アンケートが採得できたのは，固定性インプラント義歯群：22 人，可撤

性インプラント義歯群：24 人の合計 46 人であった．固定式インプラント義歯群は，治療途中
の者が多かった．被験者全体では，治療介入により OHIP サマリースコアが 80.2→34.2 と有意
（0.001>p）に減少し口腔関連 QOL の向上が認められた．4ディメンジョンスコアすべてにおい
て有意に値が減少した．（0.001>p）次に，インプラント上部構造の違いによる差に関して検討
した．OHIP サマリースコアは術前後値とも有意差は認められなかった．4ディメンジョンスコ
アにおいては，術後の口腔機能と審美性の変化量において有意差が認められた．その他のスコ
アにおいて有意差は認められなかった（0.05<p）.術後の口腔機能は，固定式インプラント義歯
群：6.4,可撤式インプラント義歯群：10.8，p=0.027 となり固定式インプラント群が有意に口
腔機能が優れる結果となった．また，審美性の変化量は，固定式インプラント群：10.1，可撤
性インプラント義歯群：5.6,p=0.006 となり固定式インプラント群が有意に審美性の回復が認
められた．以上の結果より，固定式インプラント義歯と可撤式インプラント義歯においては，
ほぼ同等の治療効果を得ることができた．しかし，口腔機能や審美という側面では，固定式イ
ンプラント義歯が優れている可能性が示唆された．今後は，被験者数をさらに蓄積していきた
い． 
現在の状態・期待できる治療効果を解り易く可視化する患者説明システムの開発に関して，

iPad での患者情報，歯式，口腔関連 QOL アンケートの採得を可能にした（図 1）．OHIP の 4 デ
ィメンジョンスコア（口腔機能・審美性・痛み・心理社会的影響）をグラフ化することにより
解り易く現在の自身の状態の把握や治療効果として得られた（図 2）． 
 

図１：iPad でのアンケー採得 
図 2:可視化された 4ディメンジョンスコア 
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